面 を 生かす …… ヴ オリ ュ —ムの 力で 底から まるく ふく 

れ上 つ てく る …… そういう ところに 僕の 努力 や 苦心が 

あるんだ。 立体派 をもう 一 つ 先の 球体 派と いうと ころ 

まで つきぬけ るんだ ご 

「球体 派 は 賛成 だ ご と 私 は 叫んだ。 「なぜかなら… 

…ご 

私達が 歩いて いる 街路 は、 大震災 後 四 五 年た つて I 

I 余りに 遅す ぎる が 漸く 復興され てる 最中 だ つた。 

その上 道路 も 修繕中だった。 鉄骨、 木片、 コンク リ— 

ト、 レ— ル、 舗石、 其 他 大都会の あらゆる 素材が、 乱 

雑に 堆積して いた。 そして その 中に、 ところどころに、 



音 は、 尖って いたり 平べ つたかった りする が、 上手な 

音楽家の 指先が 立てる 音 は、 或る 円み を 持って いる。 

盤 上に 玉 を 転がす …… というの は、 古くして 新ら しい 

譬え だ。 ボロ 自動車の 音 は、 牛の 糞みたい に べっとり 

と 舗石の 上に 残されて いくが、 上等の 自動車の 音 は、 

円く 軽： fK に 街路 を 滑つ て 消えて いく 。 

そういう こと を 饒舌って いるう ちに、 私達 は 四 辻に 

出た。 電車、 自動車、 自転車、 通行人 …… 各自の 方向 

へ 進んで る 中に、 私達 は 自分の 方向 を 定め かねて、 歩 

道の端に ぼんやり 立 止った。 そして そこに、 街灯の 輝 

かしい 上方、 高く 高く、 軒並に 切 取られた 夜の 空が、 
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